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ま
ち
の
学
校
教
育
を
発
信
し
ま
す
！

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の

香
田
静
夫
で
す
。

今
年
度
、
町
内
の
小
中

学
校
で
は
、「
た
く
ま
し
く
豊
か
な
心
を
も
っ

た
児
童
生
徒
の
育
成
」
と
い
う
目
標
を
共
有

し
、
一
人
一
人
に
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、
相
手
を

思
い
や
る
心
を
育
て
よ
う
と
、
教
育
活
動
の

工
夫
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
広
報
「
い
び
が
わ
」
今
月
号
を

ス
タ
ー
ト
に
、
各
学
校
の
特
色
あ
る
教
育
活

動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
特
集
を
掲
載
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
揖
斐
川
町
の
学
校
教
育
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
応
援
し
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
は
キ
ッ
ク
オ
フ
と

な
る
本
号
で
は
、
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
の

取
組
み
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
教
育
委
員
会
」
っ
て
何
？

名
称
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
詳

し
く
は
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
少
な

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
と
教
育
委
員
に

よ
る
合
議
体
で
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の

意
志
決
定
を
自
ら
行
い
、
外
部
に
表
示
で
き

る
機
関
と
し
て
、
す
べ
て
の
自
治
体
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
次
の
図
の
よ

う
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
教
育
行
政
に
お
け

る
重
要
事
項
や
基
本
方
針
を
決
定
す
る
と
と

も
に
、
教
育
長
が
そ
の
事
務
を
執
行
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
教
育
長
お
よ
び
教
育
委
員
は
、
地

方
公
共
団
体
の
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
し
、
任
期
は
教
育
長
３
年
、
教
育
委
員
４

年
と
さ
れ
、再
任
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
で
は
、
月
１
回
の
定
例
会
と
研

修
会
お
よ
び
臨
時
会
等
を
開
催
し
て
お
り
、

事
務
局
は
、
役
場
３
階
に
学
校
教
育
課
と
社

会
教
育
課
を
置
き
、
地
域
の
学
校
教
育
や
社

会
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
に
関
す
る
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

�

〈
参
考
・
文
部
科
学
省
公
表
資
料
〉

＜「仏教と道徳」をテーマにした研修＞

教
育
委
員
の
専
門
性
を
活
か
し
た
研
修

と
提
案

本
町
の
教
育
委
員
は
、
中
部
学
院
大
学
教

育
学
部
長（
小
林
直
樹
委
員
）、
西
濃
学
園
高

校
教
員（
折
戸
克
明
委
員
）、
元
幼
稚
園
教
諭

（
松
井
乃
里
子
委
員
）、
会
社
勤
務
の
傍
ら
伝

統
文
化
の
伝
承
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
保
護
者

（
八
幡
雅
夫
委
員
）の
４
名
で
す
。

こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
高
い
専
門
性
を
、
互

い
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
学
校
教
育
や
社
会
教

育
の
一
層
の
充
実
に
活
か
さ
な
い
手
は
な
い

と
考
え
、
毎
月
の
定
例
会
終
了
後
に
時
間
を

設
け
、
具
体
的
な
研
修
と
提
案
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
日
は
、「
幼
児
教
育
の
大
切
さ
」
を

テ
ー
マ
に
、
松
井
委
員
が
幼
稚
園
の
先
生
さ

な
が
ら
に
腹
話
術
を
使
っ
て
講
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

＜幼児教育について学び合う研修＞

「
幼
児
教
育
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び

を
通
し
て
考
え
る
力
や
創
造
性
、
社
会
性
等

を
育
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心
を
喚
起
す
る

環
境
構
成
の
工
夫
や
気
付
き
を
引
き
出
す
よ

う
な
教
員
の
関
わ
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
の
先
生
方
に
も
、
こ
う
し
た
指
導
・

援
助
が
な
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。」

こ
の
ほ
か
、
今
日
的
な
教
育
課
題
等
を
取

り
上
げ
て
学
び
合
っ
て
い
ま
す
。

「
教
科
書
採
択
の
し
く
み
」�（
６
．
５
．
31
）

「
被
災
地
支
援
に
学
ぶ
」�

（
６
．
６
．
26
）

「
揖
斐
川
町
の
薬
草
文
化
」�（
６
．
９
．
30
）

「
い
じ
め
の
未
然
防
止
」�

（
６
．
10
．
21
）

「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
」�（
６
．
11
．
26
）

「
幼
児
教
育
の
大
切
さ
」�

（
６
．
12
．
24
）

「
仏
教
と
道
徳
」�

（
７
．
１
．
31
）

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
動
支
援
」�（
７
．
２
．
17
）

「
教
育
委
員
会
は
ど
こ
？
」�

（
７
．
４
．
28
）

「
学
校
教
育
の
在
り
方
」�

（
７
．
５
．
26
）

「
揖
斐
川
町
こ
ど
も
計
画
」�（
７
．
８
．
26
）

「
未
来
に
つ
な
ぐ
食
育
」�

（
７
．
11
．
19
）

ま
ち
の
教
育
を
も
っ
と
魅
力
あ
る
も
の

に
し
た
い
！

「
行
政
」
と
「
現
場
」
は
、
車
の
両
輪
の

如
く
連
動
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
教
育

行
政
の
一
端
を
担
う
ま
ち
の
教
育
委
員
会

は
、
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
を
積
み
、
所
管
す
る

「
現
場
」
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

問
学
校
教
育
課　

℡
２
３
‒
０
１
１
５

　

■開催日　① ９月 ３日（水）
　　　　　② ９月 ５日（金）
　　　　　③ ９月 ８日（月）
　　　　　④ ９月10日（水）
　　　　　⑤ ９月12日（金）
　　　　　⑥ ９月17日（水）
■時　間　13時30分～15時
■場　所　①～⑤　
　　　　　　まちづくり工房「霞

か
渓
けい

舎
しゃ

」
　　　　　　池田町池野259－１
　　　　　　（養老鉄道池野駅舎併設）
　　　　　⑥ �揖斐川町地域交流　　　

センター 「はなもも」

「サポーター養成講座」日程
 

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
す
る
職
種

①
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

・
勤
務
場
所　

清
水
小
学
校

・�

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日（
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始
お
よ
び
学
校
休
業
日
を

除
く
）１
日
あ
た
り
３
時
間

②
特
別
支
援
教
育
支
援
員

・
勤
務
場
所　

北
和
中
学
校

・�

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日（
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始
お
よ
び
学
校
休
業
日
を

除
く
）１
日
あ
た
り
６
時
間

■
募
集
人
数
　　
各
１
名

■
賃
金　
　
　
　

時
給
１
，
１
８
３
円
～

■
任
用
期
間　

　

９
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
写
真
添
付
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
学
校
教
育
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
　

８
月
８
日（
金
）

　

※
８
月
中
旬
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
学
校
教
育
課　

℡
２
３
‒
０
１
１
５

スクール
＼新コーナー／
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これからの学校教育の在り方。みんなで考えよう！
学
校
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る

こ
の
度
、
揖
斐
川
町
に
お
け
る
児
童
生
徒

数
の
推
移
を
踏
ま
え
た
適
正
規
模
、
適
正
配

置
お
よ
び
教
育
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て

「
揖
斐
川
町
学
校
教
育
の
在
り
方
審
議
会
」

（
以
下
、
審
議
会
）を
設
置
し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
学
校
の
統
合
・
再
編
を
ど

う
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
け
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
変
化
の
激
し
い
社
会
を
よ
り
よ
く
生

き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
環
境
を
整
え
、
ど
う
い
っ
た
教
育
を

行
っ
て
い
く
と
よ
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
針
を
示
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

審
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、
地
域
住
民
、

保
護
者
、
教
職
員
等
、
13
名
の
委
員
で
構
成

す
る
「
通
常
会
議
」
と
中
学
生
、
高
校
生
、

大
学
生
等
を
加
え
た
20
名
の
委
員
で
構
成
す

る
「
拡
大
会
議
」
と
で
組
織
し
、
今
年
度
と

来
年
度
の
２
年
間
を
か
け
て
「
答
申
」
を
ま

と
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
審
議
会
の
報
告

第
１
回
審
議
会（
拡
大
会
議
）は
、
７
月
30

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
委
嘱
状
の
交
付
に
続
き
、
委

員
長
お
よ
び
副
委
員
長
の
選
出
を
行
い
、
委

員
長
に
は
、
秋
山
晶
則
委
員（
岐
阜
聖
徳
学

園
大
学
教
育
学
部
長
）、
副
委
員
長
に
は
、

佐
木
み
ど
り
委
員（
揖
斐
幼
稚
園
理
事
長
）が

そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
長
よ
り
、
将
来
を
見
据
え
た

小
中
学
校
に
必
要
な
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
基
本
方
針
等
を
提
言
さ
れ
る
よ
う
、
審

議
会
に
「
諮
問
」
す
る
と
と
も
に
、「
揖
斐

川
町
の
学
校
教
育
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、

次
の
よ
う
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・�

少
人
数
の
学
校
に
も
よ
い
と
こ
ろ
は
あ
る

け
れ
ど
、
社
会
性
を
身
に
付
け
る
に
は
、

多
く
の
友
達
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
も
必
要
で
は
な
い
か
。

・�

こ
れ
ま
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
地
域
に
根

差
し
た
教
育
を
今
後
ど
の
よ
う
に
引
き
継

い
で
い
く
と
よ
い
の
か
。

・�

揖
斐
川
町
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
が
と

て
も
進
ん
で
い
る
の
で
、
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し

い
。

・�

小
学
生
と
中
学
生
が
一
つ
の
校
舎
で
学
び
、

生
活
す
る
「
義
務
教
育
学
校
」
と
い
う
形

態
も
あ
る
と
聞
い
た
が
、
具
体
的
な
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
知
り
た
い
。

＜第1回 審議会（拡大会議）＞

第
２
回
審
議
会
の
報
告

第
２
回
審
議
会（
通
常
会
議
）は
、
10
月
９

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
町
民
や
児
童
生
徒
、
教
職
員

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
す
る
こ
と
、
小
学
校
区
ご
と
に

「
地
区
集
会
」
を
行
う
こ
と
、
事
例
紹
介
を

交
え
た
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
揖
斐
川
町

の
教
育
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

把
握
し
、
今
後
の
学
校
教
育
の
在
り
方
を
検

討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
集
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
対
面
で
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

審
議
会
委
員
と
教
育
委
員
会
事
務
局
が
参
加

し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
地
域
の
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た（
実
施
中
）。

そ
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
先
行
す

る
地
域
の
事
例
や
教
育
制
度
の
効
果
に
学

び
、
今
後
の
学
校
教
育
の
在
り
方
を
町
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
考
え
る
契
機
と
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

特
に
、
事
例
発
表
１
で
は
、
学
校
統
合
に

込
め
ら
れ
た
地
域
住
民
の
願
い
や
自
治
体
の

意
向
、
統
合
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等
に
つ
い

て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
事
例
発
表
２
で
は
、
義
務
教
育
学

校
に
関
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
示
唆
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
設
置
が
進

め
ら
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

「
学
校
教
育
の
在
り
方
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

〈
日　
時
〉 

12
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

 

13
時
30
分
～
16
時

〈
会　
場
〉 

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

は
な
も
も
・
ホ
ー
ル

�

（
申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

こ
れ
ま
で
の
審
議
会
の
議
事
録
・
配
布
資

料
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
川
町

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

「
揖
斐
川
町
学
校
教
育
の
在
り
方
審
議
会
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

�

（
教
育
委
員
会
）

＼新コー
ナー／




